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論文内容の要旨
【目的】本研究の目的は欠損した末梢神経の再生に.伴走する動脈が影響を与えるか否か検討を加える
ことである。
【方法】日本白色家兎12羽24肢を用いてー側の P下腿の深緋骨神経と伴行する動脈を最l雌し20皿にわたっ
て神経のみを切除した神経切除 ・動脈温存群 (以下動脈温存群)と残る一個IJの神経及び動脈を共iこ20凹
切除した神経・動脈切除群 (以下動脈切除群)の2群を作成した。はじめに3羽を用い解剖学的検討を加
えた。次に予備実験と して 6週目 (2羽)， 12週日(2羽)，24週目(2羽)に神経欠損部の標本を採取
し，肉眼的に神経再生長を計測した。ついで中枢断端から 2mmこ'とに横断切片を作成し神経染色 (LFB染
色〉を行い組織学的に検討した。本実験として24週目 (5羽)に同様に肉眼的検索を行い，組織学的には，
神経染色 (LFB染色〉 および免疫染色を行い検議を加えた。
【結果】 〈予備実験>24週例の動脈温存群においてのみ，神経欠損部を越えた再生有髄線維が末梢断端
内で認められた。 <本実験〉肉眠的再生長は動脈温存群が6.3土1.2四，動脈切除群が1.0:t0.4mmで、動脈温存
群の方が有意に長くなっていた。 (t-te.stp<O.Ol)また組織学的には20凹以上の神経欠損部を越えた再生
有髄神経は動脈温存郡では認められたが，動脈切除群では認められなかった。 また動脈温存群では末梢断
端内において，抗NSE抗体及び抗8-100蛋白抗体による免疫染色で軸索及びSchwann細胞が確認された。
【考察】諸家の報告によると，末梢神経欠損長は10mm以上になると再生神経の架橋が凶難とされているじ
したがって神経欠損長を20剛とした本モデルにおいて，動脈温存群で末梢断端に達する神経の再生が得ら
れたということは.末梢欠損部iこ伴行する動脈には再生神経を伝導する作周 (Neuroconduction作用)
があると考えられた。
論文審査の結果の要旨
切断指の再接着時に指神経の断端が同定できずに神経の修復が不能なことがあるが.そうした症例でも
術後にある程度の知覚回復が認められることは諸家が報告している。しかし末梢神経欠損部における神
経再生の機序は，未だ詳細には解明されていないの本研究は神経欠損部における末梢神経の再生に，伴行
する動脈が影響を与えるか否か新たな実験モデルを作製し検討を加えた。日本白色家兎12羽24肢を用いて，
ー側のド腿の深緋骨神経と伴行する動脈を剥離し20mrnにわたって神経のみを切除した神経切除・動脈温存
群(以下動脈温存群〉と.残るー側の神経及び動脈を共に20mm切除した神経・動脈切除群(以下動脈切除
群〉の2つの処置群を作成した。はじめに予備実験として， 6週自 12週目 24週自に神経欠損部の標本
を採取し肉眼的に神経再生長を確認し，ついで中枢断端から 2mmごとに横切切片を作成し神経染色
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(LFB染色)を行い組織学的に神経再牛長を検討した。その結果， 24週例の動脈温存群においてのみ，神
経欠損部を越えた再生有髄線維が末梢断端内で認められた。そのため本実験として24週目に.同様に肉眼
的検索を行い，組織学的には神経染色 (LFB染色)および免疫染色を行い検索'を加えた。その結果，肉眼
的神経再生長は動脈温存群が動脈切除群に比べ有意に長くなっていた口また組織学的には.LFB染色では
20mm以上の神経欠損部を越えた両生有髄神経は動脈温存群で、認められたが、動脈切除、群では全く認められ
なかった。免疫染色では動脈温存群の末梢断端内において，抗N8E抗体及び抗8-100蛋白抗体による免疫
染色で再生軸索及び・活性の高ーいSchwann細胞が確認された。以上，本モデルにおいて動脈温存群で末梢
断端に達する神経の再生が得られたということは，末梢欠損部に伴行する動脈には再生神経を伝導する作
用 (Neuroconduction作用〉があると考えられた。
本研究は，動脈に沿って再生する神経の存在を示し末梢神経欠損部における伴行する動脈の作用を明ら
かにしており，末梢神経再生機序の解明に成果をもたらしたものであり著者は博士〈医学)の学位を授与
されるに値するものと判定された。
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